





― 「オランダ蘭印軍 連合軍捕虜銘々票 死亡者 翻訳データベース化プロジェクト」
から見えてきたこと ―
佐久間　美羊
The Disposition of the Deceased POWs Uncovered through 
























　This paper analyses 1,507 Japanese internment cards for the Koninklijk Nederlands Indisch Leger (KNIL) during 
the Secord World War, which were translated from Japanese to English by the POW Research Network, Japan, and 
were made available in a database at the National Archives of the Netherlands. 
　The cards reveal a lot of information about the deceased, including when, where and how they died. However, 
they were originally written in Japanese so the bereaved families found it difficult to understand the information. 
The database enabled anyone to access the cards both in Japanese and English. By using the database, this paper 
analyses how and where the dead were treated and managed. The information extracted from the cards shows 
that, in general, the dead were buried if they were located in camps outside Japan, and were cremated if they died 
in camps in Japan. If they died on board a ship they were given a burial at sea. The analysis also discloses lists of 
burial places and when, where and how the remains of the dead were returned to the Allied forces. 
　This analysis provides an example of how quantitative research can be conducted by using the database.


















































































































































1） 土葬 756人 主として日本国外の収容所
2） 火葬 208人 主として日本国内の収容所














































































































































































Disposition of World War 2 Dead 1945-1951"によると、
米国陸軍の太平洋方面の部隊を統括する米国太平洋陸
軍総司令部（GHQ/AFPAC）は、日本の降伏から17日
後の1945年９月１日、AFMIDPAC（U.S. Army Forces 
Middle Pacific 米国中部太平洋陸軍）とAFWESPAC（U.S. 

















AGRS-EMTA（American Graves Registration Service 
‒ the European and Mediterranean Theater Area 米国
墓地登記サービス-ヨーロッパ・地中海戦域）とAGRS-
PATA （American Graves Registration Service ‒ the 




























岡第14分所に於てDutch 1st Lt. Vink Jacobus Mへ、５人
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　本プロジェクトは、オランダ在住のPOW研究会員であ
る前川佳遠理がプロジェクトリーダーとなり、オラン



















































スマトラ コタバル 106 キロ第 4 収容所墓地 3
コタバル東北 1 粁地点コタバル墓地 2
シンパンアンパ墓地 6
スンゲイグロン収容所墓地 1
タータブル 17 キロ墓地 3
千葉経済大学短期大学部研究紀要　第 17 号
－ 10 －
パカンバル 106 キロ第４収容所墓地 1
パカンバル 1 粁第３収容所墓地 1
パカンバル 21 キロ墓地 1
パカンバル 23 粁墓地 1
パカンバル４KM 地点東側 100M 第４収容所新設墓地 3








パカランバライ第２分所第１分遣所 Pangkalan Balai 1
馬来俘虜収容所第１分所墓地 ; バンカラバライ？ Pangkalan Balai 1
リオ州シンジョンジコン郡ムアロ駅西方 500M 第７収容所墓地 1
リオ州西方距 13km 地点第６収容所墓地 1

































ノンブラドックより泰緬鉄道に沿い 203KM 地点 1





































遺骨所在地・埋葬地 遺骨数 引き渡し 備考






工場第 1 隧道） 3
昭和 20 年９月 15 日岩手県釜石市に於てサイツ少
佐に引き渡す B-1
函館俘虜収容所第 3 分所 4
東京俘虜収容所第 7 分所 1
仙台俘虜収容所第 5 分所 1
東京俘虜収容所第 8 分所 1
岩手県上閉伊郡甲子村第 2 地割 153 番地 1 号唄
貝公葬地 1
昭和 20 年９月 10 日 東京収容所本所において米第
８軍給与部 LT.Bryan James に引き渡す B-2
函館俘虜収容所第 2 分所 1
東京俘虜収容所第6分所（岩手県上閉伊郡甲子村） 1
東京俘虜収容所本所 3
東京俘虜収容所第 2 分所（川崎市扇町） 3
東京俘虜収容所第 3 分所 1
東京俘虜収容所第 6 分所（福島県石城郡湯本町
水の谷） 1
東京俘虜収容所第 8 派遣所 ( 栃木県上都賀郡足尾
町 ) 1
東京俘虜収容所第 9 派遣所 2
東京俘虜収容所第 11 派遣所（神奈川県横浜市鶴
見区末広町） 3
東京俘虜収容所第 12 派遣所（茨城県日立市） 1
不明 5
死亡場所 : 岐阜県吉城郡阿曽布村和佐保 名古屋
俘虜収容所第 1 分所。遺骨所在地不明。 4
昭和 20 年９月９日 神奈川県横浜市 米第 11 遺骨
処理係 Lt.Bryan.James に引き渡す B-2
大阪南区谷町重願寺 28
昭和 20 年 10 月 20 日 重願寺において大阪進駐米




新居浜市桜の墓地 7 昭和20年９月13日広島第２分所においてD.A.Capt.TIELENIUS, Kurithof に引き渡す A
門司市大雄寺墓地 6
昭和 20 年９月 18 日門司市大雄寺墓地に於いて
108 Graves Reg**. Sgt. Thomas B. Fletcher に引き
渡す
**108 Graves Reg とは、108 部隊墓地登記所のこと
B-2
[ 八幡市前田皿倉墓地 ] 福岡第３分所収容所内 10 昭和 20 年９月 16 日 福岡県小倉市福岡第３分所に
於いて Major U.S.A. Dorris Winnifred O　に引渡
す
A八幡市前田皿倉墓地 2
福岡俘虜収容所第 3 分所 1
－ 13 －
死者の扱いと墓地　佐久間
福岡県遠賀郡水巻町福岡第６分所内 9 昭和 20 年９月 17 日 福岡第６分所において Dutch Capt Jong de Cornelis Leendert に引き渡す A
福岡俘虜収容所第７分所内 8 昭和 20 年９月 20 日 福岡第７分所において米軍プ
ライス ･ ロスコ大尉に引き渡す A福岡俘虜収容所第 20 分所（？） 1
福岡県嘉穂郡稲築町　共同墓地 3 昭和 20 年９月 20 日　福岡第８分所に於て British Capt. William D. に引渡す
福岡県鞍手郡宮田町 第 2 鉱共同墓地 7
昭和 20 年９月 19 日 宮田町福岡第９分所において 
British Wing Commandar Matthews Gerald に引
き渡す
A
目覚町外人墓地 23 昭和 20 年９月 12 日福岡第 14 分所に於いて、Dutch 1st Lt. Vink Jacobus M に引き渡す A
目覚町外人墓地 5 昭和 20 年９月 13 日長崎県香焼村福岡第２分所に於て Capt. U.S.A. Farley John W. に引き渡す A
大牟田市一橙園墓地 9
昭和 20 年９月 14 日 大牟田市福岡俘虜収容所第 17
分所において Major U.S.A. Scott Robert William 
に引き渡す
福岡市藤崎市立共同墓地 1
昭和 20 年 [10 月６日 ] ７月頃 藤崎市立共同墓地に
おいて米 108 部隊 墓地登記所 タルジー中尉に引
き渡す
B-2
福岡市藤崎市立共同墓地 1 昭和 21 年７月頃　藤崎市立共同墓地に於いて米108 部隊墓地登記所タルジー中尉に引き渡す B-2
引き渡し情報なし（目覚町外人墓地） 17
計 187
注）下線は筆者による
